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11月12日 住)サ ンマ リン浜日 ・浜日医療セン

ターなどこあいて、大規模受害対応 (トリアージ)

]練 が行われました。これは、浜日で震度5弱の地

震が発生し、多数の負傷者が出産という想定で、浜

日医療センターの医師 ・看護師と、消防隊員らが

行つたものです。

※ 卜 リアージとは、多数の傷病者が同8寺こ発生し

た場合|こ、傷病者の重症度や緊急度|こ応じて、治

療や搬送の優先順位 (4段階)を 決めるものです。
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平
成
１６
年
度
浜
田
市
養
彰

十
一巾
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
２６
人
を
表
彰
―

市
で
は
毎
年
、

各
分
野
で
市
の
発

展
任
尽
＜
さ
れ
た
個
人
や
団
俸
を
表

彰
し
、

永
年
の
ご
苦
労
任
感
謝
の
意

を
表
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
１１
月
２

日
側
、

次
の
人
に
表
彰
状
と
記
念
品

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与

・
内
日
　
　
誠

（５０
歳
）

内
日
町

・
江
本
　
久
和

（５‐
歳
）

凱
小日
町

・
大
賀
　
清
善

（５９
歳
）

内
村
町

・
大
野
　
幹
雄

（４９
歳
）

内
村
町

・
大
屋
　
利
博

（５‐
歳
）

上
府
町

・
小
寺
　
　
臼升

（６５
歳
）

下
府
町

・
小
櫨
　
哲
紀

（４９
歳
）

国
分
町

・
佐
々
木
清
治

（５６
歳
）

久
代
町

・
佐
々
木
卓
夫

（５６
歳
）

長
沢
町

・
中
国
　
　
聰

（５７
歳
）

穂
出
町

・
新
日
　
和
弘

（５６
歳
）

折
居
町

。
東
　
日
出
人

（５０
歳
）

国
分
町

・
平
日
　
久
男

（５３
歳
）

生
湯
町

・
藤
日
　
輝
昭

（６３
歳
）

内
村
町

・
南
谷
　
乗乃
雄

（５６
歳
）

長
沢
町

・
八
谷
　
未乃
雄

（５‐
歳
）

内
日
町

・
養
庵
　
敏
軌

（５０
歳
）

周
布
町

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
浜
日
市

嘱
託
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展

に
寄
与

・
竹
根
　
春
男

（６６
歳
）

元
浜
町

〈
民
生
事
業
功
労
〉

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司

と
し
て
更
生
保
護
と
青
少
年
健
全

育
成
に
寄
与

・
上
野
　
主輩
　
（商
歳
）

動
小日
町

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
市
交
通

指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
の
推
進

睦
寄
与

・
浜
本
　
主義
正

（６０
歳
）

長
沢
町

〈
商

工
業
功
労
〉

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
国
府
商

工
会
役
員
と
し
て
商
工
業
の
発
展

に
寄
与

・
河
野
　
良
二

（５６
歳
）

下
府
町

〈教
育
文
化
功
労
〉

表
彰
理
由
　
多
年
睦
わ
た
り
市
立
公

民
館
主
事
と
し
て
地
域
の
教
育
、

文
化
活
動
推
進
底
努
め
生
涯
学
習

の
伸
展
に
寄
号

・
内
藤
美
保
子

（５‐
歳
）

長
沢
町

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
石
見
神

楽
の
保
存
継
承
、

後
継
者
の
育
成

Ｅ
寄
与

・
長
谷
川
米
市

（７４
歳
）

後
野
町

・
山
田

〈
理

一
（骸
歳
）

佐
野
町

表
彰
理
由
　
多
年
区
わ
た
り
市
体
育

指
導
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
区
寄
与

・
長
見
　
邦
尚

（７‐
歳
）

西
村
町

〈
そ
の
他

の
功
労
〉

表
彰
理
由
　
多
年
に
わ
た
り
石
見
人

森
鴎
外
を
は
じ
め
地
域
文
学
の
研

究
ほ
努
め
市
民
睦
広
め
る
な
ど
教

育
文
化
の
発
展
ほ
寄
与

・
尾
崎
　
健
次

（７８
歳
）

長
沢
町

を
贈
り
ま
し
た
。

　

（敬
称
皓
）

〈
地
方
自
治
功
労
〉

表
彰
理
由
　
多
年
ほ
わ
た
り
市
消
防

団
員
と
し
て
地
域
防
災
ほ
努
め
地

Ｔ

絵
画
、

彫
刻
舎
同
校
生
の
み
）
、

写

真
、

書
の
作
品
２
０
１
点
の
作
品
の

応
募
の
中
、

梵
点
が
市
長
賞
な
ど
特

別
賞
ほ
選
ば
れ
、

表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
長
賞
ほ
次
の
普
さ
ん
で

す
。

（敬
称
皓
）

絵
画
第
１
部
　
大
崎
多
江
子
（下

府

町
）
、

絵

画

・
彫

刻

第

２
部

渡
退
由
里
加
（浜
日
高
校
）
、

写
真

岡
本
和
幸
（熱
日
町
）
、

書
第
１
部

五
十
嵐
百
合

（江
津
市
江
津
町
）
、

書
第
２
部
　
原
田
富
子
（黒
川
町
）

（浜
日
市
美
術
展
実
行
委
員
会

事
務
周
　
文
化
振
興
課
）

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑

▲ 「野菜」大崎多江子さん▲ 悟 鷺」岡不示□幸さん



おめでとうぜ競 す11抑の成勲|‐■委章日
不
赤
十
字
社

・
共
同
募
金
会
で

は
、

国
内
で
起
き
を
受
害
の
義
援
金

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
現
在
国
内
で
起
き
た
災
害
の
義
援

金
受
付

瑞
軍
双！
光
章

軽熟
小川博之さん

(70歳1内田町)
地方自治功労

1山藤忠義さん

(61歳|‐相生町)
1 防 衛功労

山根良きさ|ん|■|■

|ぷ警

・
台
風
２３
暑
兵
庫
県
被
受
者
義
援
金

。
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

受
付
期
限
　
セ
月
２７
日
側

問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
赤
十
字
社
島

根
県
支
部
浜
田
市
地
区
事
務
局
、

県
共
同
募
金
会
浜
日
市
支
会
事
務

局

（市
社
会
福
祉
協
議
会
内

公
②
０
０
９
４
）

１１
月
３
日
冊
、

市
民
憲
章
推
進
大

会
が
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
区
お

い
て
開
催
さ
れ
、

市
民
憲
事
の
理
念

ほ
基
づ
＜
啓
発

・
推
進

・
実
践
活
動

な
ど
底
顕
著
な
功
績
の
あ

っ
た
次
の

‐３
人

（８
人
、
５
団
体
）
が
、

市
民

憲
草
表
彰
を
一受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者

（敬
称
皓
）

信
日
瑞
恵
、

藤
川
定
男
、

竹
根
壽

美
子
、

魚
崎
イ
ト
ノ
、

佐
々
木
千

歳
、

内
藤
盛
禁
、

三
明
章
男
、

日

渕
義
明
、

ミ
ニ
ア
イ
浜
日
Ａ
班
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、

ミ

三
デ
イ
浜
日
Ｂ
班
支
援
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、

か
も
め
塾
、

長
浜
地
区
ミ
三
デ
イ
事
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、

美
川
地
区
ミ
ニ
デ
イ
事

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局
　
地
域
政
策
課
）

窮女崇同参囲ヨラム
男女共同参画作品優書作品決定||
市で|よ、男女共同参画推進事業の一環として、市

民の皆さんから川柳 ・エッセイ ・提案を募集しまし

た。

審査の結果、次の作品を優秀作品として表彰しま

した。これらの作品は、今後の啓発事業|こ活用する

予定です。(敬称皓)

「ハイ、エプロン ニ 人仲良< 家 事分担J

(松原町 松 浦里香)

「父、母と 文 字で定めぬ 役 割を」

(下府町 森 岡カロ代子)

「優しいね 言 葉ひとつで 勇 気わ<」

(日脚町 石 川キ叉子)

「お豆いを 補 足し合うて 家 族愛」

(熱田町 日 原隆)

問い合わせ先 地 域政策課男女共同参画係

(a内線 344)

「わたしは、まちの国芸家!」優秀作品決定
市では、大学通り (市道463暑線および468暑線)沿 い

ます

の歩道 こ設置されを植樹桝 (植樹の幹周りの部分)を 市

民のみなさんに開放しています。

10月16日働、17日(日)の県立大学大学祭 「海遊祭Jお

よび 「浜田市健康福祉フェステイバル」の開催 こあわ

せ、植樹別のコンテストを実施しました。投票の結果、

次の人を表彰しましたのでご紹介します。(敬称略)

浜田市長賞

中国電力 開 益日電力所浜日

電カセンター (野原町)

浜田市世界こども美術館長賞

石橋進 (金城町)

大学を核としたまちづくり推進

プロジェク トチームリーダー賞

旭/1・宏世 (片庭町)

問い合わせ先 地 域政策課地域

振興係 (a内 線 342)

広報ほまだ :平成16年12月 1日 暑



お
充
範
で
す
か
③

浜
日
市
長
　
宇
津
徹
男

こ
の
夏
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

で
、

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
７２
燈
級
に
出

場
し
た
、

浜
□
京
子
さ
ん
の
父
ア
二

マ
ル

・
浜
□
さ
ん

（本
名

，
浜
□
平

吾
）
は
浜
日
の
生
ま
れ
で
す
。

浜
□
京
子
さ
ん
は
、

金
メ
ダ
ル
が

確
実
と
の
前
評
判
な
が
ら
、

惜
し
＜

も
銅
メ
ダ
ル
Ｅ
終
わ
り
ま
し
た
。

し

か
し
、

爽
や
か
な
敗
戦
の
弁
で
、

さ

ら
に
人
気
を
高
め
た
こ
と
は
、

ど
承

知
の
と
お
り
で
す
。

日
本
の
若
手
選

手
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
任
沸
い
た
ア

テ
ネ
才
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
会
式
で
は

旗
手
を
務
め
、
″

日
本
選
手
団
の
華
″

と
も
言
う
べ
き
存
在
で
し
た
。

日
の

丸
を
あ
し
ら
っ
た
鉢
巻
き
を
キ
リ
リ

と
締
め
て

「京
子
―
行
け
―
金
メ
ダ

ル
だ
！
」
と
絶
叫
す
る
父
親
と
ニ
ッ

コ
リ
静
か
に
微
笑
心
娘
、

こ
の
奇
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
絶
妙
の
コ
ン
ビ

は
、

数
年
前
か
ら
す

っ
か
り
茶
の
間

の
人
気
者
で
す
。

平
成
１１
年
１０
月
暑
の
小
欄
②
で
も

ヤ
▲ 「アニマル浜□ 最 後ほ勝つ !」 (宝島社提供)

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

平
成
１０
年
の

初
夏
区
Ｎ
日
Ｋ
の
昼

の
人
気
番
組

「
ひ
る
ど
き
日
本
列
島
」
で

一
週
間
浜

日
を
ほ
じ
め
石
見
地
方
を
父
娘
で
全

国
任
紹
介
す
る
番
組
ほ
出
演
し
た

折
、
５
月
１５
日
市
長
室
へ
の
訪
間
を

受
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
６
年
近

＜
季
節
の
便
り
や
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

と

＜
区
印
象
区
残

っ
て
い
る
の
は
、

ア

ニ
マ
ル

・
浜
□
さ
ん
の
浜
日
で
の
小

中
学
生
の
頃
の
思
い
出
話
で
し
た
。

裕
福
だ

っ
た
浜
□
家
は
平
吾
さ
ん
が

小
学
生

の
時

ほ
、

父
親
が
貢

め
を

負

っ
て
財
を
失
う
こ
と
ほ
な
り
、

「
昼
食
時
任
は
、

家
で
食
べ
る
フ
リ

を
し
て
帰
宅
し
、

カ
メ
Ｅ
入

っ
た
水

を
腹

区
流
し
込
ん

で
学
校
区
戻

っ

を
」
と
、

京
子
さ
ん
区
言
い
聞
か
せ

る
よ
う
ほ
話
し
て
い
ま
し
た
。

逆
境

を
乗
り
越
え
格
闘
技
の
世
界
Ｅ
身
を

投
じ
、

さ
ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

ま
し
た
。

数
度
の
大
怪
我
を
繰
り
返

し
、

４０
歳
で
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
を
引
退

し
ま
す
が
、　

一
転
し
て

「
レ
ス
リ
ン

グ
を
目
指
し
た
い
」
と
言
う
愛
娘
区

痩
ま
じ
い
ト
レ
十
二
ン
グ
を
課
す
こ

と

屋
な

り
ま

す
。

（ア

ニ
マ
ル
浜

□

・
最
後
ほ
勝

つ
―
宝
島
社
）
よ
り

引
用

・
・
・

以
前
か
ら
浜
田
の
元
気
回
復
の
た

め
任
も
、

ア
ニ
マ
ル

・
浜
□
さ
ん

一

家
怪
帰
郷
を
勧
め
、

市
民
の
皆
さ
ん

と
歓
迎
で
き
れ
ば
と
、

願

っ
て
い
ま

し
た
。

平
成
１７
年
度

市
立
幼
稚
園
入
国
児
を

募
集
し
ま
す

入
園
資
格
　
市
内
区
住
み
、

次
に
該

当
す
る
幼
児

。
１
年
保
育
児
　
平
成
１１
年
４
月
２

日
～
平
成
姥
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
２
年
保
育
児
　
平
成
１２
年
４
月
２

日
～
平
成
１３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
８
年
保
育
児
　
平
成
１３
年
４
月
２

日
～
平
成
１４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
　
３
年
保
育
児
は
、

原
井

・
石
見

・

長
浜

・
美
川
幼
稚
園
で
実
施
し
ま

す
。

※
　
１
学
級
の
定
員
は
、
１
年
保
育

児
お
よ
び
２
年
保
育
児
を
そ
れ
ぞ

れ
３５
人
、
８
年
保
育
児
を
郷
人
と

し
ま
す
。

た
だ
し
、

美
川
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
１
年
保
育
児
お
よ

び
２
年
保
育
児
を
混
合
学
級
と

し
、

梵
人
と
し
ま
す
。

な
お
、
３

年
保
育
児
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、

調
整
の
う
え
原
則
と
し
て
地

選
と
な
り
ま
す
。

※
　
原
井
幼
稚
園
ほ
心
勇
障
害
児
も

対
象
と
し
ま
す
の
で
、

相
談
し
て

＜
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
セ
月
６
日
働
～
１０
日
０

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法
　
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
申

し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

入
園
申
込

書
ほ
教
育
委
員
会
と
各
幼
稚
園
区

あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、

申
し
込
み

ほ
１
園
に
限
り
ま
す
。

な
お
、

申

込
期
間
後
も
定
員
区
連
し
な
い
場

合
は
、

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
学
事
保
健
係

（奮
内
線
４

５
５
）
、

各
幼
稚
園

今
年
度
窪
西
乗
肺
を
源
田
市
に
贈
塁

西条柿出荷のピークを迎えるなか、浜日市西

条柿生産組合の桑原組合長らが浜日市|こ西条柿

「こづち」を贈呈され、代表して市長が受|す取り

ました。

今年の西条柿は、若干台風の被害ほあるもの

の、去年より大玉率 ・秀品率ともこ高いとのこ

とです。

ご意見をお寄せください。 市 長 E―maiLmayor@ctty.hamada.shimaneLjp

新年市民視賀会 平成17年1月 4日 側
午後 4時  開 会

市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の曽さんと祝

う 「新年市民祝賀会」を開いています。平成17年ほ次

のとおり行いますので、多数ご参力B<だ さい。

場所 浜 日ワシントンホテルプラザ

会費 1人 1,000円

申込方法 12月 13日側 まで|こ会費を添えて総合調整室

(奮内線 315)ヘ

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑



ょっこだ:守人権について考えてみ孝せんか①

‐２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で

昭
和
郷
年
セ
月
１０
日
第
３
回
国
際

連
合
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
て
以
来
、

国
連
で
は
こ
れ
を
記

念
し
、

毎
年

セ
月
１０
日
を

「人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

わ
が
国
も
、

セ
月
１０
日
の

「人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「人
権
週
間
」
と
定
め
、

「女
性
」

「
子
ど
も
」
喜
同
齢
者
」
「障
害
の
あ

る
人
」
「
同
和
問
題
」
な
ど
１４
項
目

を
強
調
事
項
と
し
て
、

広
＜
国
民
Ｅ

人
権
思
想
の
普
及
高
場
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と

り
が

「人
権
」
に
つ
い
て
今

一
度
者

え
、

明
る
＜
豊
か
な
住
み
よ
い
社
会

を
つ
＜
り
ま
し
よ
う
。

な
か
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
、

こ

れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
感
じ
た
り
、

法
律
上
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
困
っ
て

い
た
り
す
る
人
は
、

紘
江
地
方
法
務

局
浜
田
支
局
（な
②
０
９
５
９
）
ま
た

は
、

お
近
＜
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

毎
週
水
躍
日
、

市
役
所
２

階
２
０
１
会
議
室
で
、

人
権

・
行
政

相
談
所

（無
料

・
秘
密
厳
守
）
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
ほ
ご

利
用
＜
だ
さ
い
。

・
市
の
人
権
擁
護
委
員

（敬
称
路
）

宮
下
　
主我
重
　
　
　
　
　
執
小日
町

和
日
　
ロロ
明

佐
々
本
武
兵
篇

西
井
久
美
子

今
日
　
英
雄

長
見
　
邦
尚

平
野
　
光
徳

城
　
　
悦
子

井
川
　
姜
口吉

櫨
原
町

下
有
福
町

高
日
町

下
府
町

西
村
町

内
村
町

黒
川
町

杉
戸
町

租
江
地
方
法
務
局
浜
日
支
局
お
よ

び
浜
日
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、

昭
和
骸
年
か
ら
毎
年
、

浜
日
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
管
内
小
学
生

５

・
６
年
生
全
児
童
を
対
象
任

「小

学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

３９
校
か
ら
１
、
４
９

４
編
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し
ま

し
た
。

（掲
載
は
浜
田
市
関
係
の
み
）

な
お
、

八
選
作
品
を
基
区

「
日
め

＜
り
人
権
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作

製
し
、

各
小
学
校
な
ど
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

標
語
　
学
校
　
氏
名

（敬
称
皓
）

作
ろ
う
よ

心
と
心
を
　
つ
な
ぐ
橋

国
府
小
６
年
　
本ヽ
見
亜
梨
沙

光
ら
せ
て

い
じ
め
に
気
づ
＜
　
心
の
目

国
府
小
５
年
　
木
村
鴻
之
介

大
丈
夫
？

差
し
出
す
そ
の
手
ほ
　
助
け
る
手

国
府
小
５
年
　
同
村
　
花

友
だ
ち
を
　
思
う
心
が
　
大
事
だ
よ

上
府
小
６
年
　
佐
々
木
真
人

み
ん
な
で
ね

広
げ
て
い
こ
う
よ
　
心
の
輪

美
川
小
５
年
　
福
井
　
瑞
穂

い
じ
め
ほ
ね

あ
な
た
と
相
手
を
　
き
ず
つ
け
る

後
野
小
６
年
　
士
口
川
　
陽
子

友
達
区
　
手
を
さ
し
の
べ
よ
う

勇
気
を
出
し
て

後
野
小
５
年
　
有
井
　
久
永

世
界
か
ら

差
別
の
気
持
ち
　
追
い
出
そ
う

周
布
小
６
年
　
一高
峰
　
裕
貴

あ
い
さ
つ
で

み
ん
な
の
心
　
つ
な
げ
よ
う

周
布
小
６
年
　
那
田
　
朋
枝

広
げ
よ
う

小
さ
な
輪
か
ら
　
大
き
な
輪

周
布
小
６
年
　
森
脇
　
悠
貴

ご
め
ん
ね
と

い
え
る
勇
気
　
大
切
ほ

周
布
小
５
年
　
後
藤
　
首
末希

声
か
け
て

明
る
い
と
び
ら
　
ひ
ら
こ
う
よ

有
福
小
５
年
　
一高
田
　
敦
之

勇
気
出
し

い
じ
め
を
止
め
た
　
や
さ
し
い
心

三
階
小
６
年
　
江
木
　
尚
人

な
Ｅ
げ
な
い

そ
の

一
言
が
　
カ
ギ
底
な
る

三
階
小
６
年
　
中
田
　
和
弘

ご
め
ん
ね
と

あ
や
ま
る
気
持
ち
　
わ
す
れ
ず
ほ

三
階
小
５
年
　
山
本
　
青
空

そ
ば
ほ
い
る

笑
顔
を
＜
れ
る
　
友
達
が

三
階
小
５
年
　
竹
岡
　
未
帆

つ
＜
ろ
う
よ

み
ん
な
が
笑
顔
　
明
る
い
教
室

宇
野
小
６
年
　
野
村
　
千
尋

き
づ
い
て
よ

一
人

一
人
の
　
大
切
さ

雲
雀
丘
小
５
年
　
山
崎
　
美
緒

言
っ
ち
ゃ
ダ
メ

自
分
が
言
わ
れ
て
　
嫌
な
こ
と

原
井
小
６
年
　
竹
元
麻
希
子

悪
□
ほ

他
人
も
自
分
も
　
傷
つ
＜
よ

原
井
小
６
年
　
細
川
　
愁
平

み
ん
な
あ
る

や
さ
し
い
心
と
　
か
が
や
＜
笑
顔

長
浜
小
５
年
　
田
中
　
詩
子

手
を
つ
な
ざ

心
も
つ
な
ぎ
　
明
日
へ
と

長
浜
小
５
年
　
瀬
田
真
梨
菜

い
け
な
い
と

友
区
も
言
え
る
　
そ
の
勇
気

長
浜
小
５
年
　
金
森
美
紗
子

や
さ
し
さ
ほ

相
手
を
思
う
　

粛々
持
ち
か
ら

佐
野
小
５
年
　
藤
田
　
啓
喜

あ
け
よ
う
よ

自
分
の
心
の
　
や
さ
し
い
と
び
ら

石
見
小
５
年
　
松
本
　
実
奈

気
づ
こ
う
よ

と
も
だ
ち
か
ら
の
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

石
見
小
５
年
　
藤
井
　
大
樹

生
き
て
い
る

そ
の
す
ば
ら
し
さ
　
大
切
睦

石
見
小
５
年
　
小
川
　
洸
紀

気
づ
こ
う
よ

大
事
な
仲
間
の
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

松
原
小
６
年
　
東
条
　
希

心
の
中
に

ぜ
っ
た
い
あ
る
よ
　
や
さ
し
い
心

松
原
小
５
年
　
小
坂
　
直
輝

問
い
合
わ
せ
先
　
砥
江
地
方
法
務
局

浜
日
支
局

（奮
②
０
９
５
９
）

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑



王
隅
発
電
所
１
号
機
運
転
に
伴
う

環
境
等
監
視
調
査
の
結
果
の
公
表

！！
！
！
！！
！
（平
成
市
年
度
▼

中
国
電
力
船
は
、

三
隅
発
電
所

の
移
動
区
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影

響
を
把
握
す
る
た
め
、

県
、

三
隅

町
お
よ
び
中
国
電
力
備
の
三
者
間

で
締
結
し
た
「
環
境
保
全
区
関
す
る

協
定
書
」
に
基
づ
き
、

発
電
所
周
辺

に
お
い
て
環
境
等
監
視
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び

「
三
隅
発
電
所
周
辺

環
境
対
策
連
絡
協
議
会
」
で
は
、

中
国
電
力
帥
か
ら
提
出
さ
れ
を
運

転
開
始
後
５
年
目
の
環
境
等
監
視

調
査
結
果
報
告
書
を
受
け
、

発
電

所
１
暑
機
運
転
Ｅ
伴
う
大
気
関
係

の
周
辺
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
、

評
価
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の

結
果
を
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課

（な
内
線

２
５
６
）
、

協
議
会
事
務
局
（浜
日

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
環
境
保
全
課

内
　
ａ
０
５
５
６
０
）

1口 調査内容および調査結果の評価方法

(1)調 査内容
三隅発電所周辺 (30Km範囲)の 三隅町、浜日市、益日市、金城町、弥栄村、日原町の地

域で、大気関係の 2分野|こついて、延べ10項目の調査を行いました。

(2)評 価方法

当協議会|こ設置した「三隅発電所周辺環境調査検討会」|こおいて、技術的 ・専門的観点か

らの慎重な検討作業を行つた後、さ〕こ当協議会|こおける広範な見地からの検討を経て、

1暑機運転|こ伴う環境影響の評価結果を取りまとめました。

2口 調査結果および評価

(1)調 査結果の

概要 ・総合評価

中国電力は)による運転開始後 5年 目の調査結果報告書|こおいては、大気関係の 2分野10

項目|こおいて、いずれの項目についても「発電所 1暑機の運転開始前後の調査結果|こ顕

著な変化は認められず発電所 1暑機の運転開始|こ伴う影響ほ少ないと者える。」とされ

ています。これ|こついて、分野ごと|こ、県の独自の調査結果、各種文献 ・資料などの検

討を踏まえ、慎重な検討 ・評価を行つた結果、発電所 1暑機運転開始後の調査結果|こつ

いては、大気関係|こおいて、運転開始前の状況と比較して明らかな変化ほ認められず、

総合的|こみて発電所 1暑機の運転|こよる周辺地域への影響は認められていないと半」断し

ました。

( 2 ) 調査

分野ごと

の調査結

果 ・評価

①大気質
県の各演」定結果|こおいても、発電所の運転開始|こ伴う明らかな変化が認められないこと

から、発電所 1暑機の運転|こよる影響はないものと判断されます。

②降下ばい

じん

県の演」定結果でも通常のレベル|こあり、これまでの沢」定結果との比較でも大きな変化ほ

認められないことから、発電所 1暑機の運転|こよる影響はないものと判断されます。

③重金属
県の演」定結果でもいずれも低い値であり、県の一般環境と同じレベルであることから、

発電所 1暑機の運転|こよる影響はないものと判断されます。

市
民
交
通
災
書
共
済

平
成
１５
年
度
加
入
者
の

皆
さ
ん
ヘ

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、

市
民
交
通
受
害
共
済
ほ
平
成
１７

年
３
月
３‐
日
区
廃
止
す
る
予
定
で
、

現
在
、

加
入
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
た
人
は
、

・
平
成
１６
年
３
月
３‐
日
ま
で
に
遭

っ

た
交
通
災
害

・
交
通
災
害
発
生
の
国
の
翌
日
か
ら

１
年
以
内

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て

見
舞
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
の
で
、

平
成
１７
年
３
月
１５
日
ま
で
に
請
求
手

続
き
を
行
っ
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

既
区
見
舞
金
の
支
給
を
受

け
て
い
る
人
で
、

傷
害
の
程
度
が
当

初
の
診
断
の
期
間
を
こ
え
て
治
療
を

要
し
た
場
合
は
、

既
に
支
給
を
受
け

た
共
済
見
舞
金
の
請
求
底
際
し
証
明

さ
れ
た
治
療
予
定
期
間
の
満
了
し
た

国

（診
断
書
の
期
間
）
の
翌
日
か
ら

１
年
以
内

（な
お
、

当
初
の
見
舞
金

の
等
級
を
上
回
る
場
合
に
限
る
。

）
の

条
件
を
満
た
す
場
合
任
請
求
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
受
交
通

係

（奮
内
線
３
２
５
）

広報はまだ :平成16年12月 1日暑



立 図 書 館

世界あちこちゆかいな家めぐり

小松義夫

飛行機 こ乗 り、車やバス、小舟を

乗りついで、世界中のおもしろい家

の写真を撮つている著者が、たずね

てきた家とその家で暮らす人々の様

子を紹介します。97年刊の再刊です。

メンデ ・ナーゼル

ダミアン ・ルイス

少女は、家族を奪われ、家畜のよう こ売

買された。世界中の人|こ矢□つてほしい、今

も多<の 女性をちが奴隷 こされている事実

を…。地獄を生き抜いた少女の魂の叫び。

衝撃のノンフイ//~シヨンです。

一

に
た D O

月～金

1 土・日

12月の休館日

電話番号

‐
 ■ い

開館時間

9:00^V19:00

9:00↑▼17:00

23日 ・28日
～1月3日

22-0480

■
大
人
向
け
の
本
■

体
の
ふ
し
ぎ
事
典

ユ
ル
ゲ
ン
・
ブ
ラ
ー
タ
ー

ミ
ス
テ
リ
十
二
か
月
　
　
　
北
村
薫

震
災
列
島
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
耀

別
れ
の
後
の
静
か
な
午
後

大
崎
善
生

ア
マ
ゾ
ニ
ア
　
　
　
　
　
粕
谷
知
世

ワ
ー
キ
ン
グ
ガ
ー
ル

・
ウ
オ
ー
ズ

柴
日
よ
し
き

メ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
日
□
賢
司

天
竺
熱
風
録
　
　
　
　
　
日
中
芳
樹

雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
村
志
穂

永
仁
の
壷
　
　
　
　
　
　
相
櫨
友
視

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
か
ぜ
ひ
い
た
！

ジ

ュ
リ
ー

・
サ
イ
ク
ス

ー
ね
ん
１
く
み
１
ば
ん
ド
タ
バ
タ

後
藤
竜

二

セ
ブ
ン
ス
タ
ワ
１
　
５
　
戦
い

ガ
ー
ス

・
三
ク
ス

ち
ゃ
ん
が
ら
町
　
　
　
　
　
山
本
孝

あ
い
つ
も
と
も
だ
ち
　
　
降
矢
な
な

パ
ン
グ
く
ん
パ
ン
グ
く
ん
な
に
み
て
い
る
の
？

ビ
ル

・
マ
ー
テ
ン

も

っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん真

珠
ま
り
こ

も
し
も
日
本
人
が
み
ん
な
米
つ
ぶ
だ
っ
た
ら

山
ロ
タ
才

み
ん
な
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
た

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ス
タ
イ
グ

私
が
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
あ
の
年

ジ
ゼ
ル

・
ポ
タ
ー

「ヴル|ブ|エルマ|」||のブリクトロク
対象 小 学生

回時 12月 11日性}午 前10B寺～118寺

テーマ 「あきや<さ ま」

場所 図 書館 お ほなしの部屋 (1階 )

内容 テ ーマこそつた本をと<さ ん紹介

します。

家
屋
の
固
定
沓
一産
税
は
、

毎
年
１

月
１
日
の
賦
課
期
日
現
在
の
状
況
区

よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

今
年
中
Ｅ
家
屋
を
解
体
す
る
と
、

来
年
度
か
ら
は
そ
の
解
体
部
分
は
、

課
税
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

今
年
家
屋
を
解
杯
し
た
人
、

ま
た

ほ
解
体
を
予
定
し
て
い
る
人
は

「家

屋
解
体
届
」
を
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

市
で
は
、

解
体
の
把
握
、

確
認
の
た
め
現
地
調
査
を
行

っ
て
い

ま
す
。

あ
わ
せ
て
き
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
家
屋
解
添
届
の
用
紙
ほ
税
務
課

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
沓
一産
税
係

（谷
内
線
１
３
４

・
１
３
９
）

初
冬
の
石
見
路
で
、

各
市
町
村
が

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

益
日
陸
上
競
技

場
か
ら
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
９
区
間
を
市
町
村
の
代
表
が
熱
走

し
ま
す
。

国
時
　
１２
月
セ
日
０

午
前
９
時
３５
分
ス
タ
‐
ト

浜
日
市
チ
ー
ム
は
、

昨
年
の
１３
位

以
上
の
成
績
を
上
げ
る
た
め
精

一
杯

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
力
走
し
ま
す
の

で
、

浴
道
の
Ｌ
さ
ん
の
温
か
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
手
、

中
継
所
の
通
過
予
定
時
間

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

監
督
＝
斎
藤
博
之

（浜
日
地
区
消
防

本
部
）

コ
ー
チ
＝
伊
津
洋
士

（有
福
温
泉
小

学
校
教
員
）
、

岩
本
伸
也

（浜
日
消
防
暑
）

選
手
＝
赤
本
佳
文

（ト
ヨ
タ
自
動
車
）
、

大
米
徳
明

（浜
日
消
防
署
）
、

上
原
謙

一

（浜
日
消
防
署
）
、

大
浜
洋
平

（益
田
東
高
校
）
、

山
根
武
広

（浜
日
商
工
労
政
事
務
所
）
、

杉
野
本
勇
気

（広
島
大
学
１
年
）、

河
野
量
裕

（松
江
高
専
２
年
）
、

平
薮
直
樹

（浜
日

一
中
３
年
）
、

川
上
丈
尚

（浜
日

一
中
３
年
）
、

高
本
敬
司

（浜
日
東
中
３
年
）
、

尾
日
　
羽異

（浜
日
東
中
８
年
）、

宮
本
真
紀

（浜
日
三
中
２
年
）
、

高
藤
干
紘

（浜
日

一
中
１
年
）
、

猪
本
迫
彩
香

（浜
日

一
中
１
年
）

区  間 中 継  場  所 予定8寺間

1  区
(スタート)

益田陸上競技場
9:35

2  区 益日陸上競技場 9:45

3  区 原浜団地入□ 9:55

4  区 磯釣センターかまて前 1 0 i 1 0

5  区 岡見郵便局前 10:34

6  区 湊浦集会所前 10:44

7  区 十一パー三F局工場前 10:50

8  区 ゆうひパーク三F局 11:04

9  区 石見交通周布給油所前 11:26

ゴール しまねお魚センター前 11:50

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑



子
育
て
家
庭
を支

え
る

「
子
ど
も
が
病
気
ほ
な

っ
て
も
仕

事
が
休
め
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら

要
望
が
あ

っ
た
病
児

・
病
後
児
保
育

事
業
が
、

斎
藤
医
院
内
の

「あ
ん
ず

保
育
室
」
で
、

１０
月
１
日
か

ら

ス

タ
ー
ト
し
て
２
か
月
が
た
ち
ま
し

た
。１０

月
は
、
１
歳
児
の
利
用
が
多

お

誘

春

ノ

諫
‐

紹麒

懲

授
祟

や

や

瓢

彰

緞

ゆ

離く

ｔ
鑽
蘊

麒
‐
ゆ

謗て

，
誘‐
隊
罷

隊

誇ｉ
設

素！
暴
萎

誌モ
ペ

話

隊

隊

な

職

国民健康保険の出産育児一時金について

Q=私 ほ国民健康保険|こカロ入 して

いるのですが、子どもが生まれ

た場合の出産育児一時金ほどの

<ら いでるのでしようか。

A.国 民健康保険|こ加入 してしヽる

被保険者が出産 したときは、出

産育児一時金として30万円支給

されます。妊娠12週 (85日)以 降

であれば死産、流産でも支給さ

れます。

ただし、被保険者が出産前|こ

勤め先の健康保険|こ1年 以上力□

入 していて、資格喪矢後 6か 月

以内であれば前の職場の健康保

険から支給されます。

申請に必要なもの

国民健康保険証、E日鑑、母子手帳

申請 ・問い合わせ先

福祉総務課保険係

(a内線 156・ 158)

＜
、

風
邪
を
引
い
て
、

熟

・
せ
き
や

昇
氷
が
出
る
と
い
っ
た
日
常
子
ど
も

が
か
か
る
病
気
な
ど
で
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。

一
！

！
！
！
！
！

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
厳
し
＜
な
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る

季
節
を
迎
え
ま
す
。

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
を

す
る
た
め
睦
も
、

「あ
ん
ず
保
育
室
」

を
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

保
育
を
希
望

す
る
人
は
、

子
育
て
支
援
課
で
事
前

登
録
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

（子
育
て
支
援
課
）

〈12月の予防接種〉
◎お子さんの予防鵜種は済みましたが?  ◎ セう一度母子手帳を確認してみましよう。

医療機関|こ予約をして指定されを期馴こ受けて<だ さい。  ( )内 ほ対象年齢
三種混合 (生後 3か 月から)、 麻 しん (1歳 から)、 風じん (1歳 から)

※ツベルフリ‐/反応検査ほ48時間以内こ半J定します。
問い合わせ先 子 育て支援課児童家庭係 (a内 線 162、  167)

警鴫プ

醸璽‐
鶴

病
気
の
サ
イ
ン
を
見
逃
き
な
い
で
早
め
の
ケ
７
を
ゴ

赤
ち
ゃ
ん
や

子
ど
も
の
病
気

ほ
親
ほ
と

っ
て

と
て
も
心
配
な

こ
と
で
す
。

子

ど
も
は
、

具
合
が
悪
＜
て
も
自
分
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
感
じ
た
ら
、

適
切
Ｅ
対
処
し
ま
し
よ
う
。

●
熱
が
出
た
！

キ
小

礎
肺
効
び
捌
能
刈

期
足
施
税

安
そ
う
に
し
て
い
る
と
赤
ち
ゃ
ん
も

不
安
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

落
ち

着
い
て
様
子
を
観
察
し
ま
し
よ
う
。

食
欲
が
あ
り
、

機
嫌
が
よ
＜
、

よ

＜
眠
る
よ
う
な
ら
あ
わ
て
る
心
配
ほ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
３
か
月
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
の
発
熱
ほ
す
ぐ
に
受
診
し
ま

し
よ
う
。

温
め
過
ぎ
な
い
よ
う
ほ
し
て
額
を

冷
や
し
、

心
地
よ
い
環
境
を
つ
＜
り

ま
し
よ
う
。

大
人
と
比
べ
て
脱
水
症

状
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
、

水
分
補

給
ほ
こ
ま
め
に
し
、

様
子
を
み
て
受

診
し
ま
し
よ
う
。

●
下
痢

・
嘔
吐
が
ひ
ど
い
！

て
ｒ

帥
駆
釧
就
諦
腋
麟
靱
い
鋼
側

ば
、

少
し
様
子
を
み
ま
し
よ
う
。

発

熱
や
嘔
吐
を
伴
う
場
合
は
、

早
め
ほ

受
診
し
ま
し
よ
う
。

寝

て
い
る
と
き
Ｅ
吐
き
始

め
た

ら
、

顔
を
横
区
お
け
、

吐
い
た
も
の

が
の
ど
Ｅ
つ
ま
ら
な
い
よ
う
ほ
し
ま

す
。ま

た
、

下
痢
を
す
る
と
お
し
り
が

か
ぶ
れ
や
す
＜
な
る
の
で
、

お
湯
で

洗
う
か
、

ガ
ー
ゼ
で
る
き
取
る
な
ど

清
潔
ほ
し
ま
し
よ
う
。

下
痢
や
嘔
吐

で
脱
水
症
状
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る

の
で
、

少
し
ず

つ
こ
ま
め
Ｅ
水
分
を

補
給
し
ま
し
よ
う
。

●
せ
き

・
鼻
水

中
」

権
紳
撻
勢
い
剛
蛍
軸
領
駈
ド

と
き
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
い
わ

ゆ
る

「風
邪
」
で
し
よ
う
。

せ
き
を

し
て
夜
眠
れ
な
い
、

呼
吸
が
つ
ら
そ

う
で
あ
れ
ば
、

熟
の
有
無
Ｅ
関
わ
ら

ず
、

す
ぐ
受
診
し
ま
し
よ
う
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
せ
き
が

ひ
ど
＜
な
り
ま
す
。

ま
た
、

鼻
汁
も

固
ま
り
や
す
＜
な
る
の
で
加
湿
器
な

ど
を
使
い
、

部
屋
の
温
度
を
あ
げ
ま

し
よ
う
。

水
分
を
と
る
と
痰
も
切
れ

や
す
＜
な
り
ま
す
。

せ
き
こ
ん
だ
時

は
、

首
中
を
支
え
て
体
を
た
て
た
姿

勢
ほ
す
る
と
呼
吸
が
楽
に
な
り
ま

す
。

（子
育
て
支
援
課
）

ツヘルク|り|ツ短1応期日 12月15日 体)
揚 石見公民館

受  付   時   間 午後 1時40分～ 2時 10分
B C G 剣 3 日 12月17日 住)

会 場 ・ 時 間
半」定および BCG接 種は、市内の小児科で個別|こ実施 します。
電話で予約をして受|サて<だ さい。

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑



誓

鍮

鰹
ケ

‐
ん

車

蓼

夕

鰹

麒

薄
橡

■
へ

畢

ぐ

欝

麟
ケ

題

フ

に

，
畢

壽

二

葬

鰹
讚

ヰ

ぼ

慾

藷

デ

彎
！

撃

覇

ぱ
ぶ

畢

鷹

ダ
・

蓼

ば

ん

薔

12月子育て角レンヴー
場所はすべて子育て支援センター 「すくすく」です。

*毎 週月 ・金ほ喜し幼児健康相談日  受 付8寺間 午 前 90寺30分～11時

*毎 週日躍日年末、年始 (29日～3日 )は 休館日です。

*事し児 ・1歳 6か 月児 ・3歳 児健診の該当者|こは事前|こ個人通矢□します。

申し込み ・問い合わせ先    ☆    子 育て支援課 児 童家庭係 (a内線 162・ 167)

マーつなし 子 育て支援センター (a・囲 ②1253)

月 火 水 木 金 土 日

ジナ ア歳 1
なんでも相談の日

9:30-11100

Z
，
″ 4 誌

け

ジ

タ

な

| 7
★1歳6か月児健診

H15年5月 生まれ

おもちゃの病院

(壊れをおもちやを

持参して<だ さい)

13:00-/15:00

8
トーク&交 流会

(ひよこの会)

10:30-/12:00

9
」 J

アンサンブルたんたん
ミニコンサート

(生演奏のひとときを

お楽しみ<だ さい)
10:00-10:30

10 12

/ /

Tヨ 14 15
★ママパパ学級

10:00-11130

ここるころ

10:00-11

16
★3歳月健診
日13年8月生まれ

17 18
クリスマス会

10:30‐/11:30

20 Zl
おもちゃの病院

13i00ハフ15:00

ZZ
食育ミニ講座

(離乳食)

10130-11:30

24
音楽リズム遊び

① l歳半以上
10:00-10,30

② l歳半未満
11100-11:30

おっぱいの日一

9:30-12:00

25

m

“ｔ
へ

ち
おもちゃの病院

13:00-15:00

に
なんでも相談の日

9:30-11:00

広報はまだ :平成16年12月 1日暑



【血圧の要動】
季節の変動 1国の変動

各
の
高
血
圧
に
注
意
′

冬
場
は
寒
さ
の
た
め
、

血
圧
が

上
昇
し
ま
す
。

そ
の
た
め
普
段
か

ら
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お

か
な
い
と
極
端
ほ
高
＜
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
ほ
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
も
多
＜
、

軽
視
さ

れ
が
ち
で
す
が
、

き
ち
ん
と
管
理

し
な
い
と
脳
卒
中
や
狭
心
症
の
発

作
の
要
因
区
も
な
り
ま
す
。

血
圧

の
管
理
を
し

っ
か
り
行
い
、

冬
の

寒
さ
区
注
意
し
ま
し
よ
う
。

0:00   6100  12i00  2■ 00

一泰
と
が
血
圧
に
及
ぼ
す
影
響
】

高血圧は、ス トレス ・喫煙 ・肥満 ・塩分のとりすぎなども大敵です。高血圧の薬を飲んでいる人は、

定期的 こ受診 しましょう。また、国頃の自分の血圧を知つてお<こ とも大切です。

(健康長寿課)

【寒と対策の心得】

☆ 厚 着よりも部屋を暖か<し ましよう。

☆ 入 浴時はまず、浴室や脱衣場を暖めておきましよう。

☆ 暖 かい部屋から寒い所へ出るときほ―枝、何か羽織るようこし

ましよう。(と<|こ、夜中区トイレこ起きたとき)

☆ 散 歩や運動ほ国中、暖か<な ってからこしましょう。

☆ 外 出の際は風を防ぐ衣類を工夫しましょう。

平成15年4月 から、障害者の福祉サービスが支援費帝」度として始まつています。これは、障害者が禾」用したい

サービスを選び契約して利用するものです。支援費祐」度で芥」用できる福祉サービスは次のとおりです。

○居宅サービス (身体障害者、矢目的障害者、障害児童)

ホームヘルプサービス、デイサービス、ショートステイ、グループホーム (知的障害者のみ)

○施設サービス (身保障害者、矢□的障害者)

更生施設 ・授産施設への八所 ・通所、療護施設への入所 (9外 障害者のみ)な ど

これらのサービスを利用する|こほ支援費制度の利用手続が必要です。ただし、介護保険制度の適応が受|すられる

人は介護保険のサービス利用が優先となります。

また、利用者本人あるいは扶養義務者などの収入|こより利用者の負担金が魅要|こなります。

精神障害者|こついては、支援費制度ではありませんが、ホームヘルプサービス、ショートステイ、グループホーム

などの福祉サービスがあります。

申し込み ・問い合わせ先 健 康長寿課障害者福祉係 ① 番窓□(a内線 155,159,169)

支援費制度|こついては障害者生活支援センターでも相談などを受け付けています。

○浜日市障害者生活支援センター 「びゆあ」 (a② 8085 囲 に必 了40)

①島根西部障害者就労 ・生活支援センター 「レント」 (a・囲 c泌 141)

精神障害者の福祉制度|こついての相談は、地域生活支援センターでも受|す付|サています。

①精神障害者地域生活支援センター 「才アジス」 (a② 8115 囲 に湾 120)

12月3日 ～9日 は 「障害者週間」
国民の間|こ広<障 害者の福祉|こついての関心と理解を深め、障害者が社会 ・経済 ・文化そのほかあらゆる分野の活動

馴

キ

ぎ

鏃

劃

ぜ

鎧

静

剛

麒

影

と

馳

餓

ぼ

あ

読

諏

鑓

彰

オ

き

卿

誂

鯉

歳

減

劃

ぶ

鯛

試

隣

蘊

け

鶴寵

劇

い

る

も

副

ま

き

ま

な

暖
か
い
と
こ
ろ
か
ら

寒
い
と
こ
ろ
ヘ

（急
激
な
温
度
変
化
）

血
管
が
収
絹
し

血
圧
が
急
上
昇
１

|こ積極的|こ参力□する意欲を高めることを目的こ定められています。
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○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時
　
セ
月
８
日
側

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
予
約
し
た
時
間
区
来
て
＜
だ
さ
い
。

申
し
込
み

・
間
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（な
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

気

軽
に
ご
参
加
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
１２
月
２‐
日
側

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

容

②
２
４
９
５
）

○
生
活
り
Ａ
ビ
リ
教
室

転
倒
予
防
や
物
忘
れ
予
防
に
関
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

日
時
　
１２
月
１３
日
０
、

‐５
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時
　
セ
月
１４
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
浜
日
公
民
館

日
時
　
セ
月
１６
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス

○
か
た
ろ
う
会

脳
卒
中
再
発
予
防
の
た
め
の
学

習
、

交
流

（調
理
実
習
）

日
時
　
柁
月
１７
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

場
所
　
浜
日
公
民
館

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（奮
内
線
１
５
３
）

【浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
】

生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
の
た
め

糖
尿
病
、

高
血
圧
、

高
脂
血
症
を
対

象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご

参
加
＜
だ
さ
い
。

（容
②
２
３
０
０
）

○
糖
尿
病
教
室

・
糖
尿
病
と
心
疾
患

・
糖
尿
病
の
あ
薬

・
献
立
の
立
て
方

日
時
　
１２
月
１６
日
困

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

（１
時
～
１
時
３０
分
受
付
、

ビ
デ

才
鑑
賞
）

場
所
　
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

内
科
外
来

（奮
内
線
３
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才
響
向
血
圧
と
食
生
活
」
、

減

塩
食
の
工
夫
、

肥
満
の
予
防

日
時
　
姥
月
１４
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
繊
維
の
働
き
、

陪
好
品
に
つ
い

て日
時
　
１２
月
郷
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（奮
内
線
２
４
０
０
）

医
師
法

・
歯
科
医
師
法

・
薬
剤
師

法
に
よ
る
免
許
を
保
有
し
て
い
る
全

て
の
人
は
、
２
年
に
１
回
、

氏
名

・

住
所
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
各
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
の
届
出
の
年
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、

該
当
者
ほ
届
出
票
任
魅

要
事
項
を
記
入
の
上
、

平
成
１７
年
１

月
１５
日
ま
で
区
浜
日
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

医
療
施
設
、

薬
局
な
ど
で
の
職
務

ほ
従
事
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

‐２
月
中
旬
以
降
ほ
勤
務
先
を
通
じ
て

届
出
票
を
配
布
し
ま
す
。

関
係
す
る
業
務
Ｅ
従
事
し
て
い
な

い
た
め
、

届
出
票
が
手
元
ほ
届
か
な

い
場
合
底
は
、

個
別
区
届
出
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、

連
絡
し
て
＜
だ
さ

い
。こ

の
届
出
調
査
の
結
果
は
、

今
後

の
厚
生
労
働
行
政
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、

医
師

・
歯
科
医
師

・
薬
剤
師
の

曽
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
事
難

病
支
援
グ
ル
ー
プ

（ａ
⑪
５
５
５

４

・岡
②
７
０
０
９
）

※ 献 血8寺|こ使われる採血針や採血バックは一人ひとり新 しいものを

使用 していますので、他の献血者から肝糞やエイズなどの病気がう

つる心配はありません。

広報はまだ :平成16年12月1日暑

ポ

第

馨

に

諫

謗
響

塞

ナ

て
夢

隊

ざ

撃

騨
．

卜

蓼

畢

姜

メ
タ

に

組

ア

を

超

イ
響
一
謗

藝

繋
一
へ
桑

酪

穿
！

ふ

鶴
十
繁

へ

い
．

ふ

譲
鵡

‐
零
く

ウ

1 1

12月の献血 日程 (全血献血)

12月 献 血 会 場 町 名 間B寺イ寸受

8 日

(水)

協和本工浜日工場

浜的1税務署 ‐  |

浜日河川総合 開発

事務所

周布 町

殿  町

竹迫町

午前 9時 30分～正午

午後 18寺30分～ 2B守30分

午後 3時 20の～ 4時 20分

1 6 日

( 本)

浜田マルキ

浜日蕎果

浜日商業高校

熟日町

下府町

熟日町

午前 8B寺30分～ 9時 40分

午前 10時30の～11時30の

午後 1時 ～ 4時

2 2日

(水)

石原製作所周布工場

浜日市漁協販売部

今井産業住宅事業部

山根病院

浜日港〉奎合 同庁舎

周布町

原井町

周布町

熱田町

長浜町

午前 8時 30分～ 9時 10分

午前 9時 50分～10時40分

午後 0時 10分～ 0時 50の

午後 1時 30分～ 2時 30分

午後 3時 10分～ 4時 10分



セ
月
７
日
快
、

帽
日
個
、

１７
日

０
　
午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

中
国
電
力
側
浜
日
営
業
所
４
階

料
理
教
室

募
集
　
開
催
日
ご
と
ほ
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

日

無
料

中
国
電
力
側
浜
日
営
業
所
エ
ネ

ル
ギ
ー
営
業
担
当

公

②
ｌ
３
２
０
）

‐２
月
の
城
山
学

対
象
　
市
内
で
６０
歳
以
上
の
人

１
日
　
園
芸
教
室

７
日
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

８
日
　
立日
楽
教
室

９
、

１０
日
　
陶
芸
教
室

９
、

１６
日
　
舞
踊
教
室

１０
日
　
書
道
教
室

‐４
日
　
『城
山
大
学
』

演
題

「最
近
の
消
費
者
問
題
と
そ
の

対
策
法
」

講
師
　
一高
橋
利
男
さ
ん

（島
根
県
消

費
セ
ン
タ
ー
石
見
地
区
相
談
室
）

時
間
　
土臼
楽
、

舞
踊
、

城
山
大
学
ほ

午
前
１０
時
か
ら
、

そ
の
ほ
か
は
９

時
３０
分
か
ら

□

市
社
会
福
祉
協
議
会

容

②
０
０
９
４
）

回
府
公
民
館
か
ら
　
！

①
迎
春
料
理
教
室

‐２
月
１９
日
個

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

講
師
　
榎
本
矩
子
さ
ん

１
、
５
０
０
円

○
迎
春
の
寄
せ
植
え
教
室

玄
関
な
ど
Ｅ
飾
る
お
正
月
用
の
鉢

植
え
を
作
る
教
室
で
す
。

〔田

修
月
２６
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

講
師
　
一副
日
保
徳
さ
ん

（山
陰
植
木

鉢
セ
ン
タ
ー
）

３０
人
（申
し
込
み
順
）

２
、
５
０
０
円

（鉢
代
な
ど
）

※
　
ど
ち
ら
も
電
話
で
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
セ
月
１５
日
側

公

④
ｌ
２
７
０
）

石
見
海
浜
公
園

①
ク
ラ
フ
ト
教
室

邑
南
町
香
本
の
森
ク
ラ
フ
ト
館
よ

り
講
師
を
お
か
え
、

ハ
ー
ブ
や
利
紙

を
使

っ
た
ち
よ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
し

め
縄
リ
ー
ス
作
り
で
す
。

セ
月
１９
日
０

１
回
目
　
午
前
１０
時
３０
分
～

２
回
日
　
午
後
１
時
３０
分
～

（各
回
１
時
間
３０
分
程
度
）

ア
ク
ア
塁
異
環
境
ふ
れ
あ
い
館

１
回
１
、
５
０
０
円

※
　
予
約
が
ら
要
で
す
。

①
聖
な
る
し
ら
ベ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
才
＆
ピ
ア
ノ
に
よ

る
生
演
奉
布
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
中
心
と
し
た
曲
目
。

セ
月
２３
日
冊

１
回
日
　
午
前
１１
時
～

２
□
日
　
午
後
１
時
３０
分
～

（各
回
３０
分
程
度
）

ア
ク
ア
丞
異
環
境
ふ
れ
あ
い
館

日

入
場
無
料

セ
ン
タ
ー

（な
④
３
６
０
０
）

創
業
　
　
　
取
！！！！事ｔ
★
ナ
ー

‐２
月
９
日
休

人
を
雇
う
と
き
の
ル
ー
ル

‐２
月
１６
日
側

私
の
し
ご
と
を
見
て
＜
だ
さ
い

創
業
事
例
紹
介
０

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

団

無
料

（
な
０
８
５
５
①
４
５
６
７

丁市汁ｏ
”＼ヽ
ゴ
〓
〓
　
①
丁
α
Ｏ
　
∞
〇
　
」ｏ
＼
の
す
一ヨ
∞

⊃
①
＼
）

中
国
語
話
膝
（

浜
田
在
住
の
中
国
の
人
と
片
言
で

も
会
話
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
当
会
で
は
新
し
い
テ
キ
ス
ト

で
会
話
の
初
歩
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

中
国
語
や
中
国
ほ
興
味
の
あ

る
人
、

県
立
大
学
の
犬
塚
先
生
と

一

緒
ほ
中
国
語
会
話
の
第

一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
１７
年
１
月
１３
日
か
ら
毎
週

本
躍
日
　
午
後
了
時
～
８
時
３０
分

剛
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
西
部

支
所
研
修
室

月
会
費
１
、
０
０
０
円

永ヽ
岡
さ
ん

（奮
②
２
２
６
０
）

12広報はまだ :平成16年12月 1日暑



ァウ財弦勁い０

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

「
否
州
和
紙
で
工
作
し
よ
う
」

〔Ｕ

‐２
月
梵
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

□

先
着
郷
人

□

無
料

○
ア
ク
ア
ス
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

「
ト
レ
ー
ナ
ー
入
門
」

ト
レ
十
三
ン
グ
や
飼
育
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

ロ

セ
月
梵
日
０

年
後
１
時
～
３
時

□

先
着
３０
人

圃

無
料

申
込
方
法
　
①
電
話
で

「
ア
ク
ア
ス

ス
ク
ー
ル
係
」
ま
で
。

②
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

重
〓
呂
懸
″
費

３
か
ら
。

①
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
企
画

「
サ
ン
タ
を
さ
が
せ
」

毎
年
恒
例
、

ア
ク
ア
ス
の
水
槽
の

中
区
サ
ン
タ
が
か
＜
れ
て
い
る
よ
！

今
年
ほ
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
か
な
？

全
間
正
解
者
区
ほ
抽
選
で
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

‐２
月
１
日
側
～
２５
日
０

０
み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

冬
限
定
の
ア
ク
ア
ス
の
一異
側
を
実

内
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

対
象
　
当
国
入
館
者

※
　
開
始
時
刻
ま
で
に
総
合
案
内
所

へ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

姥
月
～
平
成
１７
年
２
月
の
土

・

国

・
祝
　
午
前
１１
時

・
午
後
２
時

の
２
回
（各
３０
分
）

□

先
着
１５
人

○

「第
３
回
八
ガ
キ
に
描
こ
う
ア
ク

ア
ス
の
海
」

あ
な
た
が
思
う
ア
ク
ア
ス
の
海
を

描
い
て
み
よ
う
。

参
加
員
と
し
て
展

示
期
間
中
有
効
な
ア
ク
ア
ス
入
館
券

を
１
人
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

募
集
期
間

‐２
月
１
日
～
平
成
１７
年
１
月
３‐
日

展
示
期
間

平
成
１７
年
２
月
１９
日
～
４
月
４
日

年
末
休
館
日
　
セ
月
３‐
日
０
、
１
月

１
日
０

※
　
セ
月
郷
日
側
～
３０
日
内
、
１
月

２
日
０
、
３
日
側
は
営
業
し
ま

す
。

県
立
　
　
　
　
　
　
―
タ

研
究
　
　
　
　
　
　
〓

対
象
　
両
日
参
加
で
き
る
人

内
容
　
ワ
ー
ド
で
年
賀
状
作
成

姥
月
帽
日
仕
、

１９
日
個

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
５
時

浜
日
市
民
集
会
所
１
階
パ
ソ
コ

ン
ル
ー
ム

ロ
〕
１０
人

日

無
料

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
ほ
県
立
大

学
Ｉ
Ｔ
請
習
会
希
望
と
明
記
の
う

え
、

住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

電
話

番
暑
を
記
入
し
、

〒
６
９
７

‐
０

０
１
６
　
野
原
町
２
４
３
３
１
２

県
立
大
学
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究

△
石
　
宛
Ｅ
郵
送
し
て
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
１２
月
１３
日
働
魅
着

同
〕

情
報
管
理
課
情
報
化
推
進
係

（ａ
内
線
２
７
４
）

対
象
　
ン
エ
ア

・
内
容

毎
回
午
前
９
時
～
正
午

‐２
月
１０
日
０
　
メ
ー
ル
送
受
信

勢
日
０
　
１
月
の
予
定
表

い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

修
室

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
区
、

住

所
、

民
名
、

年
齢
、

開
催
日
、

講

座
名
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
＜

だ
さ
い
。

（〒
６
９
７

１
０
０
８
５
　
杉
一戸

町
２
３
４
５

‐
８
　
な
②
３
７
６

３

・
夜
間
）

メヽソ       1月

○初めてのパソコン入門 (初心者)

11日 (火)、 12日 (水)

午後 1時30分～4時 30分

600円 (尼」途テキスト代1,000円)

①デジカメで撮った写真を合成、加工して

みよう !(初 級者)

20日(木)、 21日 (金)

午後 1時30分～40寺30分

600円 (居」途テキスト代800円)

①エクセル入門 (初級者)

26日 飲)～28日 Q)

午後 1時 30分～ 4時 30分

900円 (別途テキス ト代600円)

○操作マニュアルを作ろう (中級者)

11日 (火)午 前 9時 ～正午

300円 (別途テキスト代500円)

各12人

いわみ一る4階 パソコン研修室

申込締切日 12月 20日 側 魅着

申込方法 イ ンターネットか往復はがき

で、住所 ・氏名 ・電話番暑 ・希望コース

を明記して申し込んで<だ さい。

(〒697 - 00 1 6  里予娠衰E『1 8 2 6 - 1

いわみ一る内 a② 9346)

httpt//www joho一shimane.or.jp/6c/seibu/

内容 イ ンターネット・電子メールの活用

操作

対象 在 職者で、初級から応用までのイン

ターネットと電子メールの技術を習得し

たい人

1月 17日個)、

(水)、 28日 (金)、

日 (月)

午後 6時 ～ 8時 30分

します。)

テキスト代のみ実費負担

申込方法 12月 22日仙 まで|こ技術校備え付

けの申込書を提出

便チロ 浜日高等技術校

(a② 0457、  囲 ②4027)

21日 (金)、 24日 (月)、 26日

3 1 日( 月) 、2 月 4 日 ( 金) 、7

1 3  広報はまだ : 平成1 6 年1 2 月1 国暑 ∈) 日時 □
= 場所 □

= 定員 □
= 料金 □

= 申込先 □
= 応募先 □

= 問い合わせ先



□圃□□びY市

テ
コ
ン
ド
■
を
し
て
　
　
　
ん
か

テ
コ
ン
ド
ー
ほ
誰
で
も
行
え
る
武

道
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

体
を
鍛
え
る
た

め
、

国
々
の
ス
ト
レ
ス
解
消

の
た

め
、

才
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
ざ
し
て
１

な
ど
、

ど
ん
な
理
由
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。　

一
度
練
習
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
運
動
の
で
き
る
服
装
で
気

軽
区
来
て
＜
だ
さ
い
。

セ
月
了
日
側

午
後
７
時
～
９
時

い
わ
み
―
る
体
育
館

県
テ
コ
ン
ド
ー
協
会

柴
村
さ
ん

（ａ
②
ｌ
ｌ
５
１

口
‐

ヨ
Ｏ
↓
一
中
す
∞
ヨ
∞
α
め
・
汁
ф
Ｏ
本
〓
Ｏ
Ｄ
α
Ｏ
Ｏ
〇
一
⊆

σ
コ
一弥
一く
　
」ｏ
）

第
４７
回
ふ
る
さ
ｔ
ｉ！！！歴世
紀
行

下
府
町
で
片
山
古
填
、

半
場
□
古

墳
、

下
府
廃
寺
跡
な
ど
古
代
史
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

石
見
国
府

が
で
き
る
前
に
、

こ
の
地
区
ほ
ど
ん

な
権
力
者
が
い
た
の
か
？
古
代
史
の

謎
ほ
迫
り
ま
す
。

‐２
月
１２
日
０
　
午
前
９
時
ほ
Ｊ

Ｒ
下
府
駅
前
に
集
合
。

正
午
ご
ろ

ま
で
散
策
。

南
天
中
止
。

準
備
　
山
歩
き
の
で
き
る
靴
で
参
加

し
て
＜
だ
さ
い
。

沓
一料
代
を
負
担

し
て
＜
だ
さ
い
。

下

村

明

雄

さ

ん

（午

後

５

時

以

降

ａ

０

９

０

１
７

１

３

１

‐
９

６

３

７

）

【
ベ
ビ
ー
と
マ
マ
の
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
生
後
３
か
月
か
ら
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

午
　
ペ
ア
ー
レ
浜
日

２‐
日
側
　
午
前
１１
時
～
正
午

石
見
武
道
館

【親
子
３
Ｂ

（ひ
よ
こ
教
室
こ

対
象
　
１
歳
前
後
～
未
就
園
児
と
保

護
者

午
前
９
時
４５
分
～
１０
時
４５
分

石
見
武
道
館

【キ
ッ
ズ
３
Ｂ
】

対
象
　
３
歳
～
未
就
学
児

午
後
４
時
２０
分
～
５
時
郷
分

ペ
ア
ー
レ
浜
日

【日
曜
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
成
人

午
前
１１
時
１０
分
～
午
後
０
時
１０
分

ベ
ア
ー
レ
浜
日

１
回
各
５
０
０
円

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
。

※
　
ほ
じ
め
て
の
人
は
な
る
べ
＜
申

し
込
み
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

石
川
美
智
子
さ
ん

公

④
ｌ
７
８
↓

平
成
１７
年
５
月
１４
日
０

年
後
５
時
～
９
時

石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
締
切
国

平
成
１７
年
１
月
刻
日
側

申
込
方
法
　
住
所
、

代
表
者
氏
名
、

電
話
番
暑
、

出
演
内
容
を
明
記
し

て
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
区
て
申
し

込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

事
務
局
（〒
６
９
７

‐
０
０
２
７

殿
町
１
２
４

‐
２
　
浜
日
商
工
会

議
所
内
な
②
３
７
５
９
、

□
②
７

７
２
７
）

弾却的臨時抑抑　　イ‐

民
合
唱
団
員
と

一
緒
に
ハ
レ
ル

グ
ロ
ー
リ
ア
な
ど
の
ク
リ
ス
マ

ン
グ
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

セ
月
郷
日
冊
　
午
後
２
時
～

浜
日
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（殿
町
）

無
料

言
柳
さ
ん

（奮
⑬
ｌ
６
０
９
）

クリ      ィ ー

外国のお兄さん、お姉さんたちとクリスマス ・パー

ティーをしませんか ?ク リスマス・カードや飾り作り、

楽しいゲーム、人形濠」もするよ !

対象 小 学生

12月18日 0 午 後 1時～4時

□ 浜日公民館  □ 20人

申込締切日 12月 16日 側

対象 在 住外国人。近所や矢□り合い

に外国の人がいましたらご紹介<

ださい。

12月23日 佃)午 後 1時～4

□ 浜日市民集会所

日 無料 □ 12人

橋本さん (a②1241、

□ ④ 1 8 6 6 )

広報ほまだ :平成16年12月 1日暑



郷
土
資
料
館
『浜
　
　
　
史
展
』

コ
ー
ナ
ー
展
と
し
て
、

「な

つ
か

し
の
館
蔵
品
展
」
と
題
し
、

浜
日
市

出
身
の
才
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
写
真
パ

ネ
ル
や
、
Ｓ
Ｌ
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
、

多
数
展
示
し
ま
す
。

‐２
尾
‐０
日
０
～
平
成
１７
年
３
月

２０
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

団

無
料

□

市
郷
土
沓
一料
館

谷

④
６
４
５
３
）

あ

平
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
学

放
送
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

″
誰
で
も
最
新
の
大
学
教
育
を
″

放
送
大
学
ほ
生
涯
学
習
時
代
に
対

応
し
た
文
部
科
学
省
主
管
の
正
規
の

通
信
制
大
学
で
す
。
Ｃ
Ｓ
放
送
あ
る

い
は
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
て
自

宅
で
自
分
の
ベ
ー
ス
で
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

教
養
学
部

で
は
大
学
卒
の
沓
一格

「学
士
（教
養
と
、

大
学
院
で
は
修
士

（学
術
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
位
が
取

得
で
き
ま
す
。
１
科
目
か
ら
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

出
願
受
付
期
間
　
１２
月
１５
日
側
～
平

成
１７
年
２
月
２８
日
側

資
料
請
求

・　
　
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー

（
ａ
０
８
５
２
④
５
５
０
０
）

Ｊ
汁
一ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
　
⊂
‐ｏ
一ヽ
　
Φ
Ｏ
　
」ｏ
＼

国
民
年
津
針
融
　
　
　
ら

〇
年
末
資
金

・
国
の
事
業
ロ
ー
ン

（普
通
貸
付
）

融
資
額
　
４
、
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
１０
年
以
内

金
利
　
年
１

・
７
％

（固
定
金
利
）

○
国
の
教
育
田
―
ン

利
用
で
き
る
人
　
一高
校
、

短
大
、

大

含福祉  タ ー

の入浴時間変更

変更期間 12月 ～平成17年2月

利用時間 正 午～午後 48寺

利用日 毎 週火 ・木躍日

(祝日ほ休みます)

市総合福祉センター

(a② 0094)

学
、

専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど

に
入
学
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人

の
保
護
者
ま
た
は
本
人

融
資
額
　
学
生

・
生
徒
１
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

金
利
　
年
１

・
７
％

（固
定
金
利
）

返
済
期
間
１０
年
以
内

※
　
金
利
ほ
１１
月
１１
日
現
在

□

国
民
生
活
金
融
公
庫
浜
日
支
店

（ａ
②
２
８
３
５
、

□
②
７
６
３

２
）離

鑑
獄
選

集
熱
業
の
総
面
積
ほ
応
じ
た
補
助

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
集
熱
器
の
総
面
積
７５

百
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
ン
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人

補
助
金
の
目
安
　
６
面

で
約
‐０
万

円
、

７５
２ｍ

で
約
１
２
５
万
円

（補

助
金
額
ほ
ソ
ー
ラ
ー
ン
ス
テ
ム
の

型
式
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
平
成
１７
年
２
月
劉
日
側

※
　
住
宅
以
外
の
建
物
産
設
置
す
る

場
合

（公
共
施
設
ほ
除
＜
）
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳

し
＜
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。働

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
　
太
陽

熱
利
用
部

（な
０
３

‐
５
２
７
５

１

９

５

６

６

丁
岸
津ｏ
】＼
＼
〓
〓
〓
　
Ｄ
①
ネ　
〇
　ヽ
」０
）

各ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
長

沢
町

安
井
美
津
枝
　
▽
国
分
町

東
条
す
み
え
　
▽
浅
井
町
　
山
崎
重

政
　
▽
原
井
町
　
萩
折
ヒ
サ
コ

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
紺
屋

町
　
花
日
憲
郎
　
▽
西
村
町
　
岡
本

増
美
　
信
日
久
樹
　
▽
片
庭
町
　
士
□

日
昭
男
　
▽
日
脚
町

士
□
日
成

一

▽
日
橋
町
　
稲
垣
廣
雪

◎
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
　
▽

元
浜
町
　
瓦
日
富
子

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
国
分
＝
▽
国

分
町
　
東
条
す
み
え
　
①
唐
鐘
Ｈ
▽

国
分
町
　
川
上
繁
則
　
①
唐
鐘
５
＝

▽
国
分
町
　
川
上
繁
則
　
○
長
沢
１

１
５
＝
▽
長
沢
町
　
安
井
美
津
枝

○
相
生
３
川
▽
相
生
町
　
木
村
清
子

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
①
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
川
上
繁
則
　
○
浅
井
Ｈ
▽
浅

井
町
　
山
崎
重
政

◎
ひ
だ
ま
リ
ヘ
　
▽
浅
井
町
　
江
本

雄
二

◎
は
と
ぽ
っ
ぽ
へ
　
▽
港
町
　
張
川

正
男

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
浜
田
ヘ

▽
港
町
　
張
川
玉
子

◎
さ
わ
や
か
西
部
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
西
村
町
　
岡
本
増

美
　
▽
日
脚
町
　
士
□
日
文
子

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里

へ
　
▽
日
脚
町

吉
日
成

一

◎
美
川
公
民
館
後
援
会
へ
　
▽
内
村

町

〈層
不
厚
志

◎
美
川
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽

内
村
町

〈居
本
厚
志

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
津
摩
町
　
極

本
極
雄

◎
浜
回
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防

施
設
等
整
備
基
金
へ
　
▽
長
浜
町

土
日
真
治

◎
ほ
の
ぼ

の
会

へ
　
▽
津
摩
町

極
本
櫨
雄

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽

映
画

「
母
の
い
る
場
所
」
実
行
委

碁其
△
石

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
日

脚
町
　
河
端
律
子
　
▽
浜
日
市
夢

を
つ
＜
る
会

◎
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防

施
設
等
整
備
基
金
へ
　
▽
瀬
戸
見

町
　
日
中
俊
幸

◎
市
郷
土
資
料
館

へ
　
▽
錦
町

神
山
典
之

◎
郷
土
資
料
館
建
設
基
金
へ
　
▽

二
重
県
名
張
市
　
岩
日
長
郎

◎
原
井
小
学
校
へ
　
▽
錦
町
　
山

□
克
明
　
▽
蛭
子
町
　
山
根
由
里

子◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
熟

日
町

津
枝

ン
ズ

ヱ

村
上
頑
子
　
原
日
毅

◎
浜
田
公
民
館

へ
　
▽
松
原
町

三
谷
早
苗

◎
つ
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いぬ、ねこの飼い主の皆さんヘ

ス トレスを感 じることの多い社会生活|こおいて、犬や猫などのベツトほ私たち|こ潤いや安らぎを与えて<れ る存

在です。また、最近ではアニマルセラピー (動物介在療法)な ど|こより人の心動の健康向上、機能回復を図るなど、

ますます大切な存在となってきています。ところが、最近、マナー|こ欠 すを飼い主の行為 こよりた<さ んの苦情が

寄せられています。もう一
度、自分の犬、猫の飼い方やしつ すこついて振り返って、人と動物がとも|こあたたか<

幸せな生活ができるよう|こしましょう。

細 フ1        1!

橋ポが

犬も家族の一員、 トイレの後始末

ほ飼い主の責任です。

犬を散歩 こ連れて行<と きほ、ビ

ニール袋などを持って行きフンを必

犬や、猫の好きな人ばかりではありませ

ん。犬の放 し飼いは危険なので絶対 こやめ

て<だ さい。

最近く捨て猫が多<見 受けられます。

人間の都合で捨てられたり、殺処分

されたりする犬や猫がた<さ んい討 。

動物|こも大切なしヽのちがあります。

終生、憂情をもって飼って<だ さしヽ。

安易な気持ちで動物を飼わないよう

|こして<だ さい。

動物を虐待 したり捨てたりした場

合 こは動物の保護および管理|こ関す

る法律 こより罰せられます。

狙も子狛のときから専

用の トイL/でフンをする

ようこしつ|すましょう。

覇

〔 環 境課環境保全係 (a内 線 256) )

実は、猫の行動 こついても

苦情ほ多しヽのです。

犬もストレスがをまります。

適度な運動をさせてムダ吠えを

させなしヽよう|こして<だ さい。

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
川
し
て
い
ま
す
。

くらし②け的   ド
○火災のテレホシサービス い ④4343)

○子どもと家庭電話相談室 (ao12o-258-641)

○休日応急診療 日 躍日 ・祝日/108寺～168寺/市役所地階 休

日応急診療所

○行政 。人権相談 水 躍日/108寺～15時/市役所 2階 201会議

室

○消費生活相談 月 ～金躍国/環境課

○総合相談 月 躍日/10時～158寺/総合ネ扇祉センター (野原8T

959-1、 a② oo68)

○法律相談 金曜日/10時～16時/右見法律相談センター

(市役所田8T分室内くな②4514)※ 要予約

○交通事故相談所開穀日 月 ・火 ・水 ・金躍日 (27・29。31

1日 を除<)/9時 ～16時ん わヽみ―る2階

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水躍日/133寺15分～

14時45分/予約 ・連絡先 《浜圏支所なの9342、 櫨江本

同確い 座]0852に )5102・ 6509》

○ここるの健康相談 12月 6日(月)/138寺～158寺/浜田健康福祉

センター高齢者障害者支援グループ

(片庭町、な⑬5550)へ 電話で申し込みをしてから。

○青少年サポートはまだ な 0120-783-419/月
～土躍日 (祝日ほ休み)/108寺～18時

○高齢者 ・障害者相談 ※ 相談ほ無料

相談日 周 ～土躍日 9時 ～16時(第4土躍日・祝日ほ休み)

専門相談 弁 護士 ・電法書士 ,精神科医 ・臨床心理士 ・

社会福祉士などこよる相談。※要予約

県高齢者 ・障害者総合相談センター (し`わみ―る2階 )

ンルバー110番 a卸 337

障害者110番 a② 9338、 国 ②9339

※ 手 話通訳 ・要約筆記の魅要な人はFAXな どで連絡

○外国人に関する無料法律相談

第4水躍日/13時～168寺/しまね国際センター西部支所

(熱日町21352浜 日ボードセンター内、a② 7456)

※ 要 予約

※ 一 般相談もあります。(月～金躍日 9時 ～178寺)
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